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更
新

「
東
ア
ジ
ア
漢
文
文
化
圏
」
に
お
け
る
現
在
の
学
術
研
究
レ
ベ
ル
と
成
果

―
そ
の
研
究
領
域
の
一
般
活
用
と
手
続
き
―

（
中
国
・
韓
国
・
北
朝
鮮
・
モ
ン
ゴ
ル
・
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
）

萩
原

義
雄

東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
時
代

漢
文
・
漢
字
を
共
有
し
、
儒
教
の
伝
統
を
根
底
に
秘
め
た
こ
の
文
化
圏
は
、
こ
の
本
邦
で
あ
る
日
本
を
先
魁
と
し
て
、

二
十
一
世
紀
国
際
社
会
の
な
か
で
一
つ
の
文
明
形
態
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
、
比
較
的
穏
や
か
な
気
候
・

風
土
に
恵
ま
れ
た
こ
の
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
か
ら
、「
対
立
よ
り
も
調
和
」
、「
分
裂
よ
り
も
融
合
」
、「"

我"

よ
り
も"

我
々"

」

を
基
調
に
、
人
と
人
と
が
、
ま
た
、
自
然
と
人
間
と
が
共
に
生
き
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
共
に
繁
栄
し
て
い
こ
う
と
い

う
心
的
傾
向
を
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
儒
教
の
精
神
に
加
え
て
、
仏
教
の
精
神
も
見
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
山
川
草
木
悉
皆
成
仏
」
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
正
に
「
共
生
」
し
よ
う
と
す
る
意
志
あ
る
思
潮
は
、
環
境
破
壊
や
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
等
が
生
活
の
な
か
で
深
刻
化
し
、
こ
れ
か
ら
人
は
ど
う
歩
み
続
け
る
の
か
を
模
索
し
実
践
し
、

人
ら
し
く
生
き
よ
う
と
精
進
努
力
を
重
ね
て
い
く
で
し
ょ
う
。
こ
の
精
気
こ
そ
が
私
た
ち
に
と
っ
て
「
水
の
一
滴
」
に

等
し
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
言
語

西
欧
の
言
語
圏
が
言
語
の
本
質
を
「
音
声
」
に
あ
る
と
す
る
の
に
対
し
、
漢
文
・
漢
字
圏
は
、
「
視
覚
映
像
」
を
基
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調
と
し
ま
す
。
「
絵
文
字
」
・
「
象
形
文
字
」
・
「
音
節
文
字
」

「
単
音
文
字
」
と
い
う
展
開
で
す
。
逆
に
、
「
音
声
」
に
不

可
欠
な
「
音
素
」
そ
の
も
の
が
数
の
う
え
で
僅
か
に
二
十

と
い
う
の
が
日
本
語
の
特
徴
で
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、

日
本
語
の
文
字
体
系
や
表
記
体
系
は
細
に
入
れ
ば
入
る
ほ

ど
複
雑
な
構
造
を
有
し
て
い
て
、
日
本
人
の
小
学
生
・
中

学
生
・
高
校
生
・
大
学
生
・
一
般
社
会
人
・
専
門
知
識
人

と
い
っ
た
段
階
型
の
レ
ベ
ル
層
が
自
ず
と
出
現
せ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
す
る
の
は
意
外

と
容
易
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

漢
字
コ
ー
ド
で
、
「
水
」
の
文
字
を
覚
え
、
こ
れ
が
更
に

原
型
文
字
系
「
泉(

い
ず
み)

」
～
「
淼(

お
お
み
ず)

」
と
「
践
」

セ
ン

ビ
ヨ
ウ

に
す
い

と
「

氵

」
の
二
種
類
に
分
化
し
、
そ
こ
に
文
字
が
配
置
さ

さ
ん
ず
い

れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
践
」
に
「
水
」

に
す
い

ス
イ

で
「
冰(

こ
お
り)

」
…
「
冷(

つ
め
た
い)

」「
凍(

こ
お
る)

」

ヒ
ヨ
ウ

レ
イ

ト
ウ

「
凝(

こ
る
・
こ
ら
す)

」
。
「

氵

」
に
「
水
」
で
「
泳(

お

ギ
ヨ
ウ

さ
ん
ず
い

ス
イ

エ
イ

よ
ぐ)

」
…
「
江(

え
＝
水
溜
ま
り
→
「
湖(

み
ず
う
み)

・
池

コ
ウ

コ

チ

(

い
け)

・
澤(

さ
わ)

・
沚(

な
ぎ
さ)

・
汀(

み
ぎ
は)

・
渚

タ
ク

シ

テ
イ

シ
ヨ

(

な
ぎ
さ)

」)

」
と
意
味
の
異
な
り
が
生
じ
て
い
く
の
で
す
。

「
氵
」
の
文
字
の
な
か
に
は
、
原
型
文
字
系
か
ら
移
行
し
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た
古
体
「
杵
」
の
文
字
が
「
洒(

あ
ら
う)

」
と
い
っ
た
文
字
に
な
る
の
も
含
ま
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
海

シ
ヤ

カ
イ

(

う
み)
」
も
「
挟
」
の
文
字
を
持
っ
て
い
ま
す
。
「
氵
」
の
漢
字
文
字
は
、
『
廣
漢
和
大
字
典
』
に
約
七
四
四
字
を
収

載
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
漢
字
文
字
は
、
本
質
と
応
用
と
に
二
分
類
し
、
本
質
は
「
形
・
音
・
義
」
の
三
分
割
さ
れ
、

『
大
字
典
』
の
表
を
御
覧
願
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
「
転
注
」
を
例
に
と
っ
て
説
明
す
れ
ば
、

「
風
」(

風
雨)
―
風(

風
教)

―

風(

風
俗)

―
風(

國
風)

風(

風
誦)

か
ぜ

フ

ウ

ウ

を
し
へ

フ
ウ
ケ
ウ

な
ら
は
し

フ
ウ
ゾ
ク

う
た

コ
ク
フ
ウ

そ
ら
よ
み

フ
ウ
ジ
ユ

風(

風
刺)

そ
し
る

フ

ウ

シ

の
よ
う
に
、
連
関
し
つ
づ
け
な
が
ら
、
意
味
的
広
が
り
を
始
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
次
の
「
仮
借
」
を

も
含
め
、
文
字
の
広
が
り
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
形
態
に
し
て
い
き
ま
す
。
い
わ
ば
、
小
画
面
画
像
か
ら
ワ
イ
ド
な
大
画

面
画
像
へ
と
変
容
さ
せ
て
い
く
も
の
が
こ
の
文
字
か
ら
見
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
か
ら
、
音
の
話

し
を
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
文
字
を
例
え
ば
「
山
」
で
云
え
ば
、
中
国
人
が
読
む
場
合
は
、「shãn

」
。

シ

ヤ

ン

韓
国
人
は
「
山
」
。
日
本
人
は
「
サ
ン
・
セ
ン
」
と
読
ん
で
い
ま
す
。
読
み
方
が
異
な
れ
ば
当
然
、
意
味
理
解
に
及
ぶ

サ
ン

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
で
す
が
、
文
字
を
筆
記
す
る
こ
と
で
共
通
し
た
意
味
理
会
を
相
互
に
始
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
正
に
不
思
議
な
言
語
文
化
の
世
界
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
漢
字
を
用
い
て
き
た
民
族
と
し
て
、
中
国

漢
民
族
・
朝
鮮
・
日
本
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
と
い
っ
た
四
つ
の
民
族
が
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
で
最
後
の
国
ベ
ト
ナ
ム

に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
と
ば
を
表
す
に
ふ
さ
わ
し
い
偏
と
旁
を
改
組
し
て
一
四
世
紀
に
「
字
喃
」
の
「
窰
」
「
桷
」
文

チ
ユ
ノ
ム

字
を
創
作
し
ま
し
た
。
朝
鮮
で
は
約
五
〇
〇
年
前
、
一
五
世
紀
半
ば
に
「
諺
文
＝
訓
民
正
音(

音
素
文
字)

」
が
考
案
さ

ハ
ン
グ
ル

れ
、
こ
の
文
字
も
時
代
を
経
過
す
る
こ
と
で
変
容
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
で
案
出
さ
れ
た
の
は
「
か
な
・
カ
ナ
」

文
字
と
な
り
ま
す
。
で
す
が
、
漢
字
に
訓(

釈)

を
用
い
て
表
現
す
る
形
態
は
韓
国(

吏
読
・
口
訣
・
郷
札)

と
日
本
だ
け

で
し
た
。
各
地
に
遺
る
地
名
が
こ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
我
孫
子
」
な
ど
の
漢
字
書
き
の
熟

あ

び

こ

語
地
名
を
同
じ
漢
字
を
用
い
る
他
国
の
人
が
見
た
ら
何
と
思
う
の
か
と
考
え
る
だ
け
で
も
竒
妙
奇
天
烈
さ
が
表
出
し
て
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き
ま
す
。

《
註
記
》

こ
れ
は
、
隣
国
で
あ
る
韓
国

語
の
文
字
と
日
本
語
の
ひ
ら
が

な
と
を

対
照
に
し
て
示
し
た

「
ハ
ン
グ
ル
五
十
音
」
と
日
本

語
と
韓
国
語
と
が
意
味
を
類
似

す
る
こ
と
ば
の
一
覧
表
で
す
。
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次
に
、
漢
文
文
化
圏
か
ら
外
れ
て
い
る
が
、
契
丹
族(

モ
ン
ゴ
ル
東
部
に
住
む)

に
よ
る
「
契
丹
文
字
」
も
漢
字
の
影

響
を
受
け
た
表
意
文
字
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
興
宗
・
道
宗
及
び
そ
の
妃
の
碑
文
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

後
に
金
の
「
女
真
文
字
」
の
先
駆
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
一
三
世
紀
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
王
朝
を
ジ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー

ン
が
開
い
て
「
モ
ン
ゴ
ル
文
字
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
王
朝
は
一
〇
〇
を
超
え
る
部
族
を

統
括
す
る
征
服
王
朝
で
あ
り
、
や
が
て
漢
民
族
の
王
朝
宋
を
滅
亡
さ
せ
、
世
界
最
大
の
帝
国
元
を
建
て
ま
し
た
。
こ
の

モ
ン
ゴ
ル
文
字
に
は
、
二
種
類
あ
っ
て
、
ウ
ィ
グ
ル
系
モ
ン
ゴ
ル
文
字
と
チ
ベ
ッ
ト
文
字
を
基
盤
に
し
た
パ
ス
パ
文
字

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
パ
ス
パ
文
字
は
、
フ
ビ
ラ
イ
が
チ
ベ
ッ
ト
僧
パ
ス
パH

phags-pa

〈
八
思
巴
〉
に
命
じ
て
創
ら

せ
た
方
形
文
字
で
一
二
六
九
年
か
ら
約
一
〇
〇
年
間
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
前
者
の
方
は
近
代
ま
で
使
用
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
チ
ベ
ッ
ト
系
の
タ
ン
グ
ー
ト
族
が
一
〇
三
八
年
、
西
夏
を
建
て
、
結
合
文
字
で
あ
る
西
夏
文
字
を
普
及
さ

せ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
字
も
漢
字
の
性
格
に
類
似
す
る
も
の
で
す
。

《
補
注
》

※
１
「
契
丹
文
字
」
…http://w

w
w

.um
.u-tokyo.ac.jp/D

M
_C

D
/D

M
_C

O
N

T/K
ITTA

N
/H

O
M

E.H
TM

※
２
「
パ
ス
パ
文
字
」
…http://w

w
w

.sanseido-publ.co.jp/publ/pdf/gengo_m
oji_m

ihon733.pdf

※
３
「
西
夏
文
字
」
…http://w

w
w

3.aa.tufs.ac.jp/~m
naka/aacode/aacode.htm

参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…K

EN
-C

H
IK

LIB
R

A
R

Y

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
基
礎
知
識

N
D

C
000-299

情
報
科
学/

哲
学/

歴
史

C
om

puter,Philosophy,H
istory

http://w
w

w
.h3.dion.ne.jp/~skm

anabe/N
D

C
000-399.htm

l
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「
漢
字
」
の
流
動
性
と
そ
の
基
盤
文
化

漢
字
が
流
入
す
る
特
徴
は
、

Ⅰ
漢
字
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
言
語
段
階

(

１)

漢
字
を
漢
字
と
し
て
漢
文
の
な
か
に
用
い
る

(

２)

漢
字
・
漢
文
で
思
想
・
感
情
を
表
現
す
る

(

３)

固
有
名
詞
か
ら
漢
字
に
よ
る
土
着
語
の
表
音
化
が
は
じ
ま
る

(

４)

土
着
語
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
を
表
し
た
漢
字
文
が
用
い
ら
れ
る

(

５)

接
辞
や
助
詞
の
表
記
が
は
じ
ま
る

(

６)

漢
字
の
訓
読
が
う
ま
れ
る

Ⅱ
新
し
い
文
字
を
考
案
す
る
言
語
段
階

(

８)

漢
字
を
変
形
す
る

(

９)

漢
字
の
構
造
原
理
を
組
み
合
わ
せ
る

(
)

漢
字
を
改
造
す
る

10

(
)

漢
字
の
象
形
原
理
を
模
倣
す
る

11

(
)

形
だ
け
漢
字
を
装
う
異
形
の
文
字
を
表
す

12
Ⅲ
別
系
統
の
文
字
を
使
用
す
る
言
語
段
階

(
)

モ
ン
ゴ
ル
文
字

13

(
)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
を
導
入
す
る

14
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《
コ
ラ
ム
》
中
西
進
先
生
が
『
日
本
語
の
力
』
〔
集
英
社
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
刊
〕
の
「
多
根
こ
と
ば
の
共
生
」
〔
70

頁
〕
な
か
で
、

「
わ
た
つ
み
」
は
、
海
を
意
味
す
る
韓
国
語
の
パ
タ
と
日
本
語
の
ウ
ミ
が
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
ば
だ
。
更
に
続
け

て
、
こ
の
韓
国
か
ら
姫
神
が
渡
っ
て
き
て
ヒ
メ
コ
ソ
の
神
社
に
鎮
座
し
た
と
『
古
事
記
』
に
あ
る
。
こ
れ
も
姫
を

意
味
す
る
コ
ソ
と
い
う
韓
国
語
が
日
本
語
の
ヒ
メ
と
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
語
の
ピ
ラ
は
も
っ
と
多
く

見
ら
れ
る
。
比
良
坂
、
弊
羅
坂
と
『
古
事
記
』
に
登
場
す
る
。
の
は
、
同
じ
坂
の
意
味
の
二
カ
国
語
が
一
つ
の
単

ひ

ら

ヘ

ラ

語
を
作
っ
た
こ
と
に
な
る
。
現
代
の
田
平
さ
ん
と
い
う
姓
は
、
日
本
語
だ
け
の
田
坂
さ
ん
と
同
じ
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
ん
な
例
も
あ
る
。
こ
れ
ま
た
『
古
事
記
』
に
、
少
名
毘
古
那
の
神
が
羅
摩
の
船
に
乗
り
、
鵞
の
姿

す

く

な

び

こ

な

か

が

み

ひ
ひ
る

を
し
て
や
っ
て
来
た
。
そ
の
時
、
だ
れ
も
こ
の
神
さ
ま
の
名
を
知
ら
な
か
っ
た
の
に
、
多
迩
具
久
が
「
久
延
毘
古

た

に

ぐ

く

く

え

び

こ

が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
と
あ
る
。
久
延
毘
古
は
「
山
田
の
曾
冨
騰
」
の
こ
と
だ
と
い
う
注
が
つ
い
て

そ

ほ

ど

い
る
。

鵞
は
当
時
ヒ
ヒ
ル
と
言
っ
て
い
た
（
『
霊
異
記
』
下
十
八
話
）
。
沖
繩
で
は
ハ
ベ
ル
と
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
て
、
こ
れ
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
が
日
本
に
も
入
っ
て
い
た
證
據
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
の
神
話
で
も
ヒ
ヒ
ル

と
訓
ま
れ
る
の
が
ふ
つ
う
だ
が
、
一
方
、
蛾
を
ガ
と
発
音
し
て
い
た
こ
と
も
「
陰
尓
蚊
蛾
欲
布
」「
妹
蛾
咲
状
思
」

か
げ

に

か

が

よ

ふ

い
も

が

ゑ

ま

ひ

し

（
『
万
葉
集
』
卷
十
一
―
二
六
四
二
）
な
ど
か
ら
わ
か
る
。

さ
ら
に
タ
ニ
グ
ク
と
い
う
日
本
語
の
漢
語
は
蝦
蟆
、
韓
国
語
ら
し
い
ソ
ホ
ド
は
日
本
語
で
は
ク
エ
ビ
コ
（
足
が
不

が

ま

自
由
な
男
）
、
い
ま
は
カ
ガ
シ
と
よ
ば
れ
る
。
ち
な
み
に
カ
ガ
ミ
と
は
が
が
芋
の
こ
と
で
、
南
の
海
上
は
る
か
な

い
も

彼
方
か
ら
渡
来
し
て
き
た
芋
の
名
で
あ
ろ
う
。
日
本
語
の
ト
ロ
ロ
芋
が
南
方
の
タ
ロ
芋
の
訛
り
で
あ
る
こ
と
と
ひ

と
し
い
。

す
る
と
、
こ
の
神
話
は
ガ
が
ガ
ガ
イ
モ
の
船
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
た
と
こ
ろ
、
カ
ガ
シ
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
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と
ガ
マ
が
い
っ
た
と
い
う
話
に
な
る
。
と
ん
だ
語
呂
合
わ
せ
が
裏
に
か
く
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
別
の
発
音
で
読

め
ば
、
ヒ
ヒ
ル
が
カ
ガ
ミ
の
船
に
乗
っ
て
き
て
、
ソ
ホ
ド
が
知
っ
て
い
る
と
タ
ニ
グ
ク
が
い
っ
た
と
い
う
ま
こ
と

し
や
か
な
話
な
の
だ
が
。

日
本
語
の
豊
か
さ
は
、
こ
の
多
根
言
語
の
共
生
に
あ
る
。
他
が
他
を
抹
消
な
ど
し
な
い
。
や
さ
し
い
言
語
な
の
だ

か
ら
「
布
ク
ロ
ー
ス
」
と
い
う
こ
と
ば
も
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

と
説
明
し
て
い
る
。

《
コ
ラ
ム
そ
の
２
》
異
国
漢
字
文
字
へ
の
関
心
〔
古
典
籍
資
料
の
な
か
の
「
外
国
語
」
―
文
字
・
活
字
文
化
の
日
に
ち

な
ん
で
―
よ
りhttp://w

w
w

.library.pref.osaka.jp/nakato/shotenji/74_gai.htm
l

〕

『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
た
「
文
字
」
を
め
ぐ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
儒
学
者
林
羅
山
は
、
朝
鮮
通
信
使
に
意
見
を
求
め

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
文
字
が
い
っ
た
い
何
と
書
か
れ
て
い
る
の
か
。
か
つ
て
の
日
本
人
に

と
っ
て
も
、
そ
れ
は
大
き
な
関
心
事
で
し
た
。
右
に
掲
げ
た
文
字
に
つ
い
て
、
朝
鮮
通
信
使
文
弘
績
も
興
味
を
も
っ
て

「
王
国
貴
族
」
と
読
む
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
後
に
な
っ
て
こ
の
文
字
は
女
真
文
字
で
、
「
国
之
誠
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の
文
字
の
記
さ
れ
て
い
た

銀
簡
は
通
行
手
形
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
一
九
七
六
年
に
は
、
当
時
の
ソ
連
で
同
じ
文
字

が
記
さ
れ
た
実
物
も
発
見
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

○
『
吾
妻
鏡
』

巻

冊

杉
田
良
庵

寛
永
三
（
一
六
二
六
）
【

-

】

52

25

324
.1
2

○
『
羅
山
先
生
全
集
』

冊

荒
川
宗
長

寛
文
二
（
一
六
六
二
）
【

-

】

58

233
88

○
『
女
真
訳
語
』

冊

（
民
国
）
羅
福
成
編

刊

【

-

】

2

280
4


